
１）凝固と共に局部加圧ピンをゆっくり前進させ圧力補償弁で、安定動作が可能です
２）ストローク検出ユニットを内蔵していますので、シリンダーにセンサーが不要でデータ
　　管理が可能です（トレーサビリティが取れます）
３）単独油圧源付装置が追加されダイカストマシン本体からの影響がなく配管工事が容易に
　　なりました
注）大半の鋳巣はランナー加圧で対処可能ですが、要求品質によっては新局部加圧が必要です

〔４〕新局部加圧装置
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１）酸素置換法で最も効率的な方式です（PFによるトラブル・誤解が解消されました）
２）ブローホール対策⇒即、真空法が一般的ですが、真空による様々な問題点生じます
３）「スーパーダイカスト法」®はランナー加圧法とソフトPF法の実績から誕生しました

〔５〕ソフトPF装置

加圧シリンダー 新局部加圧ユニット
ダイカストマシン
中子ユニット

カラー液晶タッチ
パネル付制御盤

ストローク検出
ユニット

遠隔式局部加圧
補償ユニット

仕様一覧 ①ソフトPF装置 ②CDV大気放出装置 CDVユニット（共通）
型式 CDV-SPF CDV-S CDV4
特長

酸素供給装置 ○ × ×
サイズ（Ｗ×Ｄ×Ｈ）（㎜） 400×600×160 400×600×160 90×80×72
重量　　（㎏） 40 40 10
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比較項目 真 空 法 P F 法
従来真空法 高真空法 従来 PF法 ソフトPF法

ガス含有量（100ｇ中）
方式による品質の影響
方式によるトラブル
品質管理項目
離型剤・プラ潤
　　　　密閉性
　　　　ガス抜きランナー
二次充填時間
工程のサイクル・加工時間
ランニングコスト・消耗品

約８cc
 溶湯先引き・製品密度の低下
 真空バルブの突発詰まり
 開始位置・真空度
 制限がない
中
中
約30mSec
 ガス抜きランナーの処理
200L 真空タンク電気代

約３cc
　　　　　　　　少ない
メカなし
　　　　　　酸素流量・圧力
水溶性・少量塗布を推奨（初期条件出し）
不要

≒０
特殊動作でサイクル遅れ
酸素

約２cc（以下）

バルブ動作不良（頻度小）

不要

≒０
なし
酸素（従来の 1/2）

約３cc 以下

大（Ｏリングシール）
大（ボリューム大）
約50mSec

1000L 真空電気代

金型

型中間停止＋射出前進⇒酸素供給⇒
射出後退⇒注湯

型締途中⇒酸素供給
【普通ダイカストのサイクルと同じ】

酸素注入口

酸素注入口

①DC法でガス量を最も低くする方法として考案・商品化  
②低速中のガスを排気するとブローホールが減少します  

中実を造る 必要なポイントに集中加圧

ガス巻込みを無くす ブローホールを最小限に押えます

理想的な
酸素置換法

押出

押出

キャビティ部

オーバーフロー部A）直接取り付け
Ｂ）間接取り付け

URL : https://youtu.be/
         pB7uhARCCiY
スマホでご覧ください

＜動画でのご紹介＞

URL : https://youtu.be/
         J4BfIrFfArg
スマホでご覧ください

＜動画でのご紹介＞

ゲート断面積の50％推奨

油圧源付新局部加圧装置 油圧源無新局部加圧装置 

比較項目 油圧源付新局部加圧方式 従来の局部加圧方式
１）油圧源 単独油圧源⇒局部加圧補償ユニット
マシンの油圧の影響受けない 〇 × ×

２）局部加圧シリンダー速度 中子絞弁（微調整は出来ない）
ストローク安定 〇 〇 ×

３）スタートのタイミング 遅延タイマーにて凝固途中から
加圧タイミング安定 〇 〇 ×

４）複数の局部加圧 １系統分岐か２・３系統使用
同時動作が安定 〇 〇 ×

５）ストロークの管理 深さを手で測定⇒記録
６）遠隔流量調整 なし

比例電磁式流量弁（微調整が可能流量・温度補償回路）

高速開始からゆっくりスタート

複数でも同期し安定動作が可能

ストローク検出ユニットにて自動計測・記録
標準装備

仕様一覧 ２軸（４軸） ２軸（４軸）
型式 SQU-RE2(4)-St50(90)-PU SQU-RE2(4)-St50(90) SQU-EX2(1,4)-St50(90)

油圧源 単独油圧源 マシン油圧流用

流量調整弁（圧力補償弁付） 10L/min 10L/min 10L/min
　　調整方法 遠隔設定 遠隔設定 手動設定
流量フィードバック制御（自動補正） 〇 〇 ×
ストローク検出（トレーサビリティ） 〇 〇 〇
圧力 15MPa 15MPa 15MPa

本体サイズ（Ｗ×Ｄ×Ｈ）(mm) 700×1000×1900
盤サイズ（Ｗ×Ｄ×Ｈ）(mm) 700×250×500
重量　　（Kg） 450 75 75

（　　　）は、オプション

400×250×300
300×330×600
マシン油圧流用

２軸（１軸,４軸）

400×250×600
300×330×600

従来制御（中子流用）
油圧源無新局部加圧方式

中子１系統⇒局部加圧補償ユニット

ブローホール対策
　　　　　の決定版

従来局部加圧の問題点を解消し
　　安定した自動補正が出来ます

従来PF法 ソフトPF法


